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Meromyarian型線虫の筋細胞配列

（１）嶢虫，鉤虫の雌成虫について

大森康正

秋田大学医学部寄生虫学教室

(昭和49年３月22日受領）

縦断した虫体は70％アルコール中でセロイジン膜を除

き，水に移して双眼実体顕微鏡下で細針により注意深く

内臓を除去した．背・腹壁はスライドガラス上に内側を

上に開いてガムクロラール液で封じた．

観察法：標本を頭部から順次顕微鏡写真に撮り，引き

伸ばして貼り合わせ，合成写真によって筋細胞配列の観

察を行った．

成績

一般に横断切片像で線虫は背・腹線と両側線によって

体壁の筋域（musclesector）が４部分に分けられる．

観察した嶢虫類，鉤虫類とも各筋域に筋細胞がほぼ２列

に並んでいる．

１）嶢虫雌成虫（Fig.１）：背側では左右各筋域にそ

れぞれ17個の筋細胞を，腹側では右側に16個，左側に１５

個，合計65個の筋細胞を認めた．筋細胞は全てその前の

筋細胞の内側に付着し，同様の配列を示している．頭端

より順に筋細胞に番号を付すと，背側では奇数が側線側

(外列)，偶数が背線側(内列)に並ぶが，腹側の左側では

14番目以後に変化がみられた．すなわち12番目，１３番目

の筋細胞（以下Ｍ１２，Ｍ13のごとく記す）のすぐ後の

筋細胞は先端がM12の外側，M13の内側に付着してい

る．この筋細胞は付着状態から外列の筋細胞とみられ

る．またこの筋細胞につづく後の筋細胞は内列の筋細胞

とみられよう．他の部位でみられた筋細胞の配列，すな

わち奇数番号が外列に，偶数番号が内列に並ぶ規則性を

この部位にも適用すると，Ｆｉｇ．１に図示したようにＭ

１２，Ｍ13の直後の筋細胞はM15に相当し，その後の筋細

胞はＭ１４となる．

筋配列は前方の部分では背・腹線に対して対称的な配

列を示すが，後方では背腹両側とも右側の筋細胞が左側

より前方に位置しており，全体として左右不対称をなし

ていた．観察した標本全例ともこの型で，左右の関係が

著者ら（1973,1974）は嶢虫および鉤虫類の病理組織

中にあらわれる断端像について虫種同定のための検討を

行っている．嶢虫，鉤虫はその横断像で側線（lateral

chords）と背・腹線間に１～４個の筋細胞がみられる，

いわゆるmeromyarian型である．このような線虫類の

筋細胞配列についてMartini(l908bl916）は０１２)ｗｒｉｓ

α`'一℃"肱で65筋細胞を図示し，またScZe｢osrolllasp・

では87個の筋細胞を有することを記載している（Mar‐

tini，1908a）が，その後，筋細胞の配列等に関した報告

は見られないようである．著者は嶢虫と鉤虫の雌成虫に

ついて横断像との関連において筋細胞の配列を調査した

のでその概要を報告する．

材料と方法

材料：調査した材料は嶢虫Ｅ"Zeγo6伽Uel-"zicl`Zα'一/s，

SyPAaCiao6TjeJaZa，ASP/Ｍ"γｉＳＺｅＺ,〃Zeγα，アメリカ

鉤虫ＭＣａｒｏ７ａ,"e7iCα"zJSおよびヅピニ鉤虫Ａ"Qyb

SZo"Zα伽雌?"α/どの以上５種の雌成虫である．嶢虫，

アメリカ鉤虫，ゾピニ鉤虫は人体より駆虫，濾便によっ

て得られたもので，Ｓ・ｏ６ＭａＺａおよびＡ・Ｚｅか〃Zeﾊｚ

はマウスの腸管より直接採虫し，いずれも10％ホルマリ

ン液に保存したものである．

標本作製法：虫体を70％および95％アルコールに各数

分漬け，かるく脱水後，スライドガラスに横位置に載せ

た．余分のアルコールを毛細ピペットまたは濾紙で吸収

し，上から約１％セロイジン溶液を１滴かけた．乾くと

虫体はセロイジン膜でスライド上に固定される．これを

双眼実体顕微鏡下で側線に沿って鋭角に割った安全カミ

ソリの刃先で背腹に縦断した．乾燥しすぎるとセロイジ

ン膜がガラス面からはがれるので，セロイジン膜上に７０

％アルコールを滴下しこれを防いだ．

本研究は昭和48年度文部省科学研究総合研究（Ａ）（代

表者大鶴正満教授）助成金の補助を受けた．
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４）ヅピニ鉤虫雌成虫（Fig.２）：左腹側の筋域に２１

個，他の筋域には各22個，合計87個の筋細胞を認めた．

体前方の部分は嶢虫と同様の筋細胞配列（相互の筋細胞

の付着状態）を示しているが，Ｍ14以後においてＦｉｇ

２のごとく筋細胞配列に変化がみられた．

５）アメリカ鉤虫雌成虫（Fig.３）：筋細胞数，およ

びその配列はヅビニ鉤虫のそれとほぼ同様であったが，

背部においてヅピニ鉤虫では右側の筋細胞が左側のもの

よりやや前方に位置しているのに対して，アメリカ鉤虫

では左側が右側より前方に位置していた．

Ⅶ
考察

Martini（1908b，1916）は０，ﾉ”ｉｓα(（w/`【（Chit‐

wood＆Chitwood，1950はＯｅ９Ｚｎとして紹介）の筋

細胞配列を図示し，６５個の筋細胞からなることを示し

た．またScZeγosZPoﾉ"αｓｐ（Martini，1908ａ；Chitwood

＆Chitwood，1950はＳＺ７ｏ,zgy〃ｓｓｐ、として紹介）８７

個の筋細胞を有することを記している．今回の嶢虫，Ｓ

ｏ６Ｍａｒａ，Ａ・ZeZ7aPZLe7a，ヅピニ鉤虫，およびアメリカ

鉤虫の調査では嶢虫，Ｓ・o6UemZa，Ａ・ZPeZLr〃/eraがい

ずれも65個の筋細胞をもちMartiniの示したＯｅ９"／

と細胞数，配列形式が全く同様であることを認めた．ま

たヅビニ鉤虫,アメリカ鉤虫もＳＺγ０，２gツルＳｓｐの筋細胞

数と同様87個からなることを確認した．しかし，氏の報

告にはＳかＤ"gy此ｓｓｐ・の筋細胞配列図がなく，著者の

成績と比較し得ないが，Ｓｒｒｏ,zgyZz`s属はＡ"Mosto"'α）

ＭｃａＺｏ７などとともにStrongyloidea上科に属する〕丘

縁のもので，これらは相互に近似の筋細胞配列を示すも

のと,思われる．

左腹側の筋細胞が嶢虫類，鉤虫類ともに右側の筋細胞

より１個あて少ないことは興味深い．背・腹線を軸とし

て筋細胞の配列をみると，左右が多少前後にずれ不対称

に並んでいる．この配列を立体的に構成してみたが，ラ

セン状配列はみられなかった．

鉤虫に関しては筋細胞の相互の付着状態，位置関係よ

りみて，左腹側に15番目の筋細胞を欠除しているものと

みなすことができる．Figs､２，３の腹側(Ｖ)で，前後の

筋細胞との付着状態，内，外列の位置などについてＭ１３

以後の左右の筋細胞を比べるとTableｌのようになり，

左側に右側のM15に相当するものがみられないからであ

る．したがって個々の筋細胞に正式に番号を与えるなら

ばFigs、２，３において，左腹側の15を17とし，１７を

ＲＲ

Ｌ

DＬ

ＤＶ

Ｆｉｇ．１Ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅｍｕｓｃｌｅｃｅｌｌｓｏｆ

Ｅ"Zero6i"ｓｕｅγ〃αｨZα（ｓ旱

Ｄ：dorsalside， Ｖ：ventralside，

ＤＬ：dorsalline， ＶＬ：ventralline，

Ｒ：rightside、 Ｌ：ｌｅｆｔside，
Ｖｕ：vulva

これと反対になった個体はみられなかった．

２）Ｓｏｏ６ＭａＺａ雌成虫：嶢虫の雌成虫と同様であっ

た．

３）Ａｚｅｚ'〃rｅｒａ雌成虫：嶢虫の雌成虫と同様であ

ったが，左右の関係の反対になっているものもみられ

（１８）
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は右側に22個,左側に21個,計87個を認めた．嶢虫類,鉤

虫類ともに腹側の左側筋域に筋細胞が１個あて少ない共

通性がみられ興味があった．鉤虫類については筋の形態

およびその位置関係より左腹側の筋域に15番目の筋細胞

が欠除しているとみなすことができる．

嶢虫，８.ｏ６ＭａＺａ，Ａ・ｒｅ"`妙ZCmでは全て後の筋細

胞が前の筋細胞の内側に付着している．ヅピニ鉤虫およ

びアメリカ鉤虫ではM13の前方では嶢虫類と大体同様の

配列を示すが，Ｍ14以後では筋細胞の相互の付着状態

(配列状態)に変化がみられる．ヅピニ鉤虫，アメリカ鉤

虫の筋細胞配列は基本的には一致していた．

（本研究には主任吉村裕之教授より種々ご教示いただ

き,本稿のご校閲をいただいた．また材料は主として千

葉大学横川宗雄教授，弘前大学,1,口富雄教授，京都府立

医科大学吉田幸雄教授より提供いただいたことを附記し

て深謝の意を表します.）

TablelCorrelationbetweenbothsiｄｅｓｏｆｔｈｅ

ｖｅｎｔｒａｌｍｕｓｃｌｅｃｅｌｌｓｏｆｔｈｅｈｏｏｋｗｏｒｍｓ

Ｌｅｆｔｓｉｄｅ Ｒｉｇｈｔｓｉｄｅ

ｍ
ｕ
９
・
妬
阻
Ⅳ
、
肥
別
型

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

閂
①
二
【
国
ヨ
ロ
①
「
Ｑ
の
。
］
言

18とし，以後18→20,20→21,21→2２（19はそのまま）

とすることを提案する．

これらmerOmyarian型線虫では横断像で１筋域に

１～４個の筋細胞が現われるが，これらの筋細胞数の変

化は上記の筋細胞配列図によってよりよく理解し得る．

筋細胞の型,数,配列は同一線虫でも体の部位によって

異なるものや,近縁のもの同志の問で異なる場合があり，

また遠縁のものでも相互によく似た筋細胞を有する場合

などが知られ，筋細胞の型，数，配列によって線虫を分

類することは出来ない（Chitwood＆Chitwood，1934,

1950；Bird，1971）が，近縁のもの相互間の関係におい

て何らかの指標とすることが出来るだろう．

今回は上記５種の雌成虫について報告したが，今後雄

成虫についても検討していきたい．

むすび

嶢虫Ｅ"rero6i"ｓｚﾉｅ７"ziα`んγｉｓ,ﾑﾖyPhac/αo6ucmZa，

Ａ”iczZルバＳＺｅＺ'一(や/eγα，ヅビニ鉤虫Ａ"QyZosZo"2α

c九CCJC"αＺｅおよびアメリカ鉤虫McaZo7α"ze7zcα"zzs

の雌成虫の筋細胞配列について観察した．横断面では左

右の側線と背・腹線で区割された４個の筋域（muscle

sector）があり，各種とも各筋域に筋細胞が内外ほぼ２

列に並んでいる．嶢虫では背側左右の筋域に各17個の筋

細胞を認めた.腹側では右側に16個,左側に15個,計65個

の筋細胞を認めた．Ｓ,o6uemZaおよびＡ、ZeZmPZem

の筋細胞数，配列様式は嶢虫と同様であった．ヅピニ鉤

虫およびアメリカ鉤虫では背側の左右に各22個，腹側で
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Abstract !

ARRANGEMENT OF THE SOMATIC MUSCLE CELLS OF

MEROMYARIAN NEMATODES

(1) FEMALE WORMS OF OXYURIDS AND HOOKWORMS

Yasumasa OHMORI

{Department of Parasitology, School of Medicine,

Akita University, Akita, Japan)

The present paper deals with the observations of the arrangement and numbers of the

somatic muscle cells of some meromyarian nematodes. Knterobius vermicularis, Syphacia ob

velata and Aspiculuris tetraptera possess 65 muscle cells as shown in Fig. 1, i.e. 17 elements

in both sides of dorsal sectors, 16 elements in right ventral and 15 elements in left ventral.

The results were almost similar to those of Oxyuris curvula described by Martini (1908 b,

1916). Ancylostoma duodenale and Necator americamis 87 elements were seen as shown in

Figs. 2 & 3, 22 elements in both dorsal and right ventral sectors respectively and 21 elements

in left ventral sector. The numbers of muscles were similar to those of Sclerostoma sp. (Mar

tini, 1908 a).

It is of interest to note that the right ventral sector possesses more muscle cells by one

than the other side in both pinworms and hookworms.

As far as hookworms are concerned, 15 th, 17 th, 18 th, 20 th and 21st muscles of left

ventral had a close resemblance to 17 th, 18 th, 20 th, 21 st and 22 nd of right ventral respecti

vely in the shape and position (Figs. 2 & 3, V), therefore, it may be thought that the 15 th

muscle cell is lacking in the left ventral sector.

Somatic muscles of Knterobius vermicularis, Syphacia obvelata and Aspiculuris tetraptera

in a sector were all directed in the same way (Fig. 1). Although the arrangements of the

muscles in anterior part of A. duodenale and N. americanus were almost similar to those of

pinworms, each muscle of a sector in the posterior part of the body of hookworms directed

in a different direction. In A. duodenale and N. america?ius a fundamental structural plan was

found in the arrangement and numbers of somatic muscle cells.

( 21 )




